







































































































































































1 2 3 4 5 6 7 8




家蔵本 ● ● ● ● ● ● ● ●
某家蔵本 ● ● ● ●










内閣文庫本 ● ● ● ●
天理大学蔵丁本 ● ● ●
天理大学蔵丙本 ● ● ●
鷹司文庫本 ● ● ● ●
島根県某家蔵本 ● ● ● ● ● ● ●










































哥の心にも相叶候。もろこ にも日本の哥のごとく詩を作て鳥獣草木の名四季・恋・述懐 詞等を選置 。みな日本の人の心 少も相たかはず候。又詠哥の大概は定家卿哥を読べきやうをしるしをかれ候。其詞にも心は新 以先とし詞は以古 可用。又曰、和哥に師匠なし。古き哥を以て師とすと御座候間、古き詞をおほえなされ て奇特の御作意を
　
」１ウ




其時〳〵に随て一様にはあらず候。昔よりは去嫌をれん〳〵にきぶくなり。付所も一段こまかになり申 古き連哥は詞の縁のみを取付、心大方の句共御入候つる。唯今は用付とて嫌申事おほく御座候。すゑに書付申候。然ば 歌は哥一首を二つに分つゞけ百韻となし申候。さりながら哥と連哥と少か りめ御入候。哥は上の句に其心聞候はねども下句にてこ はり、又下の句の心を上にてこと
　
」２ウ




御心にかけられ候はでもくるしからず や 又発 わき第三に
　
」
３オ心持御座候。又てにはに少習御入候。少々書付申候。又哥道に本意と申事御座候。たとへば春も大風吹、大雨ふり 事等御入候。春雨も春風も物しずかなる 仕事本意にて御座候。又春 日も事よりみじかく覚候にも御入候へどもいかにも永々敷やうに ならはし候。又花の本意の事花とば りをしいだして申 は桜の事 て座候。但桜花と申候ては證 に不用候。又花桜をも付
　
」３ウ












オ咲出るをみむと待折ふしもやう〳〵梢ほのかに色めくをみては一ひらくれば天下の春ぞとしるといひ、或は都 空の家〳〵さくら咲ものこ ぬよし きゝては花見車のあとさき袂をつらね、ひねもす往来のたえざる そほひ、或 山里に契りをく花も咲たりと告 る使あり。取あへず馬にくらをき、木本に至ては 肴さかづき取〴〵のあそび、春 日の暮るをもしらず 帰るさをも
　
」４ウ
忘つゝ、今宵は花 下ふしして、おぼろ月夜にしく物はなしとうちながめ、あすはまたもとのしほりの道 かへ、まだみぬ方の花をいさ ふまゝに、 けぼ ゝ空かきくれ雨そぼふるに、ぬるゝとも同じくば花の陰にやどらん事をおもひ、立別る折しも を手ごとにおりおもひ〳〵 家づとなどいひて、玉章短冊などをそへて送り、又とし比をとづれざる人も花の盛には ひよりて
　
」５オ
けふこずばあすは雪と りなんことを思ひ、春も末 うつり行はあだにちり行花をみても世 中のはかなき くはんじ、またいづくにかのこれる花もあらん あらぬみ山 おくなど尋入候。青葉隠の遅桜をみては初花より猶め らしく思ひ 春も れはつればせめては忘形見とて衣を花の色にそ む。更の日にもうつり行ば花の袖をぬぎかへん事を悲しみ又梢の若ばの紅にみ
　
」５ウ







さやけく面白やうにながめ、四季共にをく露も殊更秋はしげくして、草にも木にも きあまるふぜひ仕候。さて秋の心、人により所によりにぎはしき事 御入候へども、野山の色もかはり物さびしく哀なる躰秋の本意にて候。又秋の夜 ながきをあかぬ人も候へども暁のね覚に心をすましこしかた行末 事 どおもひつゞけ明しかねたるさま尤候。冬も又長雨などふる事も候へども時雨の本意として
　
」
６ウ一とをりふるかとすれば晴はるゝ とす ば又 りなどして日影ながらにむら〳〵しぐれもさえざえし月の向後にもお はざる一時雨板屋の軒、さゝの庵りなどに音あらま きてひ仕来候。又雪は遠山のは、おく山里などに降つもり、妻木薪 の道も絶、旅人 袖もらひかねたる折ふしも都の空にはめづらしく初雪うす雪など興を催やうに可然候。旅の本意と申は
　
」７オ
たとひゐ中 片原にて仕候連哥成共心を都へなし候て仕 はじめて旅にたつ時は或 相坂山の関 こえ或は淀の川舟行末遠くお ひやり、海 こぎ出る折ふしは都 山 跡 かへりみて つか 、昨日けふかの旅ながら月日を送るやどに覚て野ぢ山ぢの旅ねにも故郷をこひしたひ、草の枕の夢の内 もこ かた 事のみ侍 打覚ぬれば松風うら波の音を恨、人やりならぬ道なが はる〳〵
　
」７ウ





８オより見初、又はさ 家の蔀木丁 かげよりほのかにみし其面影忘れずしていか る中だちもがなとおもふ心 是見恋也。待恋とは年比ちぎり置くても何かとさはりありてうち過、又いつの夕必とたのめをき文の返しなど見侍て 心もあくがれ、昨日今日の日 暮しかね、一日のうちにちとせをふる ちしてまちわぶ おり し荻の葉のをとづれ花すゝきのまねく
　
」８ウ
をも君が来かと思ひ夕ぐれになればさらぬかほに 門 ほとりにたちやすらひ、よのつね きぬの袖にも空 きなどして夜の更行くをかなしみ待宵の鐘の音はあかぬ別 鳥の聲はものゝ数にあらずとよみ侍るも是なり。仭忍恋 故有人にいひよりて およそそのぬしも心とけく或はよの聞えを憚、夜な〳〵行通て 人にあや めらて立かへるふぜい又は
　
」９オ
一筆の玉章にもうき名や れん おもふ心是忍恋也。又逢恋は年月の思ひの末をとげ、こよひはあたりの人をしづめ灯火ほそ〴〵とかゝげをき、閨のうちをもよし るようにつくろひなし、待折しも月のほのかなるに、ちいさきわら を先にたて妻戸 わ 立やすらへるきぬ 袖を引又ねやの内へいざ ひ入てもまだ打つけな ば互に恥かはし古器などもとりあへ
　
」９ウ

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































拙稿「 『連歌至宝抄』の諸本について」 （ 『国文目白』第
22号昭和
58年
３月） 、 「 『連歌至宝抄』の諸本について（続） 」 （ 『国文目白』第
23号昭和
59年２月） 、 ついて（三） 」 （ 『日本女子大学紀要
文学部』第
33号昭和
63年３月）を参照されたい。諸本名は、その折使用
した符号、諸本名に準じている。
⑵
　
前掲注⑴の「 『連歌至宝抄』の諸本について（三） 」の中でＢ系統諸本
について語句の順序・欠文・そのグループのみに見られる独自表現を基準として六グループに分類し、各グループの特色を記した。
⑶
　
部分は、２・３字分の記述の上を、墨で塗りつぶしてある。
⑷
　
部分は「古哥に」の上を墨で消してある。
⑸
　
３字分の部分的破損である。次の「絵」の「糸」編が破損しているが、
前後から破損文字は、 「下絵」と推定する。
